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5 以下のファイユームの歴史はBagnall and Rathbone 2004, 127-129; Davoli 2012, 153-155に拠る。ギリシア・ローマ
時代のファイユームの地誌と集落については、Fayum: A Gazetteer of the Fayum Area （http://www.trismegistos.org/
fayum/index.php; 2017年1月25日最終アクセス）が有益である。遺構が残る集落についてはDavoli 1998参照。
6 なお現在のファイユームという地名はエジプト語の「湖」パイムP3-jmにちなむ。プトレマイオス朝初期のファイ
ユームの開発については、Thompson 1999a; 1999b; 周藤2014, 130-145も参照。
7 Davoli 2012, 152; Bagnall 1985, 297.
8 「ファイユームのむら一つでエジプトの民を一日養うことができる」という中世のファイユームについての描写も
時代は異なるが同様に機能したであろう［佐藤 1986, 265］。






11 Manning 2003. マニングの説については髙橋2004も参照。プトレマイオス朝の研究史については周藤2014を参照。
12 Manning 2007, 441.




（230人 /㎢）、デルタ中部のガルビーヤ（242人 /㎢）、ファイユーム（291人 /㎢）、デルタ東部のシャルキーヤ（330
人 /㎢）。中程度の人口密度は、ベニ・スウェフ（350人 /㎢）、ミニヤ（362人 /㎢）、アシュート（481人 /㎢）の中エ
ジプト三地方およびデルタ北東部のダカフリーヤ（378人 /㎢）とデルタ南部のカルユービーヤ（483人 /㎢）である。
高い人口密度が見られるのはエジプト北部ではギザ（523人 /㎢）とデルタ南部のミヌーフィーヤ（624人 /㎢）、エジ






18 「ベイスン灌漑」については長沢 2013, 251-269参照。




Rowlandson 1999、パトロン家とその文書群については髙橋 2011参照。またMonson 2012, 56はテプテュニスの北
に、通年灌漑を可能にする人口湖があったとするGarbrecht and Jartiz 1990［筆者未見；ただしGarbrecht 1996に概要
が述べられている］を挙げているが、湖があったとされる場所にも古代の集落が多くあることから彼らが根拠とす
る堰は季節的な灌漑のための施設であったと考えられる［Haug 2012, 98-103］。
20 Monson 2013, 125, Fig.1.
21 Bowman 1996, 19; Keenan 2005.
22 Haug 2015; Haug 2012, 76-106.
23 Cf. Haug 2012, 54-58.
24 周辺部の状況についてはHaug 2012, 107-133（第5章「末端にて：周辺での欠乏と社会」）も参照。





27 Rathbone 2007, 716.
※ 本稿の作成にあたり JSPS科研費15K12930、16K16935の助成を受けた。
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